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͡
Ί
に

琉
球
藍
は
、
琉
球
Ԧ
ࠃ
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
沖
縄
で
ੜ
࢈
さ
れ
最
も

多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
藍
染
料
で
あ
る
。
こ
の
染
料
の
製
造
工
程
で
使
わ
れ
て
い

た
「
藍
壺
」
の
遺
構
に
つ
い
て
調
べ
࢝
め
て
以
དྷ
、
琉
球
藍
の
ྺ
࢙
と
製
藍
技
法

に
興
味
を
๊
き
、
今

ま
で
࢙
料
の
ൃ
掘
や
製
造
者

の
ฉ
き
取
り
、
参
༩
؍


等
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
当
館
ത
物
館
研
究
ل
要
で
は
、
沖
縄
の
藍
染
料

に
ؔ
す
る
࢙
料
を
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ྩ


六
年
度
ത
物
館
ا
画
ల
「
芭
蕉
布
ల
」
で
ల
示
し
た
沖
縄
県
公
文
書
館
ॴ
ଂ
の

『
沖
縄
の
染
織
工
程
』（
図
１
）
を
取
り
上
げ
、
琉
球
藍
に
ؔ

す
る
染
織
技
法
の

記
録
を
ൈ
き
ग़
し
て
翻
刻
し
紹
介
す
る
。

こ
の
資
料
と
の
ग़
ձ
い
は
、
筆
者
が
ま
だ
沖
縄
県
公
文
書
館
に
੶
を
置
い
て
い

た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ฏ
成
十
五
年
、
明
治
時
代
の

方

྅
で
あ
っ
た
西
常

央
が
残
し
た
資
料
一
ࣣ
四
点
が
同
館
に
د
ଃ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
西
の
ࣙ

ྩ
書
や
ۈ
ษ

状
、
書
؆
等
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
芭
蕉
の
製
作
工
程
を
描
い
た

絵
図
が
載
っ
た
一

の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
の


は
、

ਫ
ೞ
れ
に
Α
る
Ԛ
損
や
Χ
Ϗ
、
ࢴ
の

け
な
ど
著
し
く
損
ই
し
て
お
り
、
頁
を
め

く
る
こ
と
す
ら
ࠔ

な
状
ଶ
で
あ
っ
た
。
当
時
、
同
館
の
म
෮
୲
当
で
あ
っ
た
筆

者
は
、
本
資
料
の
ྼ
Խ
状
ଶ
を
調
査
し
、
応
ٸ
処
置
と
し
て
本
ࢴ
を

解
ମ
し
て
৳
ల
す
る
作
業
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
公
文
書
館
か
ら
ҟ

ಈ
し
た
た
め
म
෮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
常
に
৺
残
り
で
あ
り
、
も
し
こ
の
資
料
と
も
う
一
度

࠶
ձ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
ͥ
ͻ
म
෮
し
て
ద

に
อ

ଘ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
芭
蕉
布
ల
を

ػ
に
公
文
書
館
৬
һ
と
と
も
に
म
෮
す
る
ػ
ձ
を
ಘ
た
。
そ
の
ৄ
ࡉ

に
つ
い
て
は
、
同
館
の
৬
һ
の
ใ
ࠂ
が
あ
る
か
と
思
う
の
で
本
稿
で

は
৮
れ
な
い
が
、
い
ͣ
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
処
置
に
Α
り
本
資
料

は
ར
用
で
き
る
状
ଶ
に
な
り
、
ま
た
ߴ
ਫ਼
ࡉ
な
画
像
ࡱ
Ө
も
行
わ
れ

た
の
で
、

༰
の
解
読
が
で
き
る
Α
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
資

料
の
中
か
ら
筆
者
が
研
究
対

と
す
る
琉
球
藍
に
ؔ
࿈
し
た
項
目
と

し
て
、「
芭
蕉
荢
製
造
法
」「
௹
染
ೖ
法
」「
ࡉ
布
八
重
山
ౡ
೭
調
」、

そ
し
て
「
藍
植
付
೭
ق
અ
」
と
い
う
四
つ
の
項
目
の
翻
刻
を
ࢼ
み
て
、

そ
の

༰
を
解
આ
し
た
い
。
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縄
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史
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縄
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『
沖
縄
の
染
織
工
程
』
は
、
沖
縄
県
公
文
書
館
ॴ
ଂ
の
「
西
常
央
文
書
」
܈
に
含

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
西
常
央
（
一
八
四
八
Ỗ
一
八

八
）
は
ฏ
戸
ൡ
ग़

で
、


࡚
県
ܯ

ॺ
等
の
ۈ

を
ܦ
た
後
、
一
八
八
ʓ
年
（
明
治
十
三
）
十
一
月
に
沖
縄
県

八
等
ܯ
部
݉
ݕ
ࣄ
ิ
と
し
て
ෝ

し
、
ౡ
৲

ॴ

、
八
重
山
ౡ

ॴ

、
ट
里


ॴ

݉
中
಄

ॴ

等
を
ྺ

し
た
人
物
で
あ
る
。
西
は
在

中
に
琉
球
文
ֶ
資
料

や
ੜ
物
ඪ
本
等
を
収
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八

ࣣ
年
（
明
治

三
ʓ
）
に
は
、
ௗ
ډ
ཾ
ଂ
の
དྷ
ౡ
の
ػ
に
小

⇚
ଠ
郎
、

ా
ن
ۣ

、
ଠ
ా
ே
ෑ
、

ࠇ
ؠ
߃
ら
と
沖
縄
人
ྨ
ֶ
ձ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
沖
縄
の
ࣗ
然
と
文
Խ
に
ؔ
৺
を

࣋
ち
、
外
དྷ
の
研
究
者
と
の
か
け
は
し
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

西
が
残
し
た
資
料
は
、
琉
球
大
ֶ
名
༪
教
त
の
池
ٶ
ਖ਼
治
氏
の
手
を
ܦ
て
沖
縄
県

立
ത
物
館
、
沖
縄
県
公
文
書
館
、
ಹ

ࢢ
ྺ
࢙
ത
物
館
に
分
ଂ
さ
れ
、
そ
の
う
ち
沖

縄
県
公
文
書
館
に
は
一
ࣣ
四
݅
の
資
料
が
収
め
ら
れ
た
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
同

館
の*%

�0000087159

で
登
録
名
称
が
『
沖
縄
の
染
織
工
程
』
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
本
書
に
は
三
十
二
の
項
目
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

༰
は
छ
々
の
農
作
物

栽
培
法
や
沖
縄
の
染
織
技
法
か
ら
害
虫

আ
法
ま
で
農
ࣄ
に
ؔ
す
る
෯

い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

中
で
も
最
も
多
く
の
頁
を
ׂ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
「
芭
蕉
荢
製
造
法
」
で

あ
り
、
こ
ち
ら
は
લ

に
一
項
と
図
版
頁
が
あ
り
、
続
い
て
「
木
村
純
一
郎
大
人
調
」

と
付
記
さ
れ
た
写
本
頁
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
残
೦
な
が
ら
લ

部
分
は
欠
損
が
多

く
、

શ
に
解
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
図
版
を
ڬ
ん
で
こ
れ
を
写
本

し
た
と
み
ら
れ
る
部
分
は
、
照
߹
の
݁
Ռ
、
લ

部
分
と
΄
΅
同
じ

༰
が
記
録
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
芭
蕉
布
ల
に
お
い
て
は
写
本
記
ࣄ
か
ら
原
文
を
ى
こ
し
ύ
ω

ル
等
で
紹
介
し
た
。
本
稿
で
も
同
༷
に
後

の
写
本
を
ج
࣠
に
し
、
一
部
લ

と
ҟ

な
る
部
分
に
の
み
注
ऍ
を
ೖ
れ
た
。

こ
の
΄
か
紹
介
す
る
「
௹
染
ೖ
法
」
と
「
ࡉ
布
八
重
山
ౡ
೭
調
」
は
、
ٱ
ถ
ౡ
௹

と
八
重
山
上
布
に
ؔ

す
る
項
で
あ
り
、
一
部
藍
染
の
記
ड़
も
あ
る
の
で
取
り
上
げ

た
。
最
後
に
紹
介
す
る
「
藍
植
付
೭
ق
અ
」
の
項
に
は
、琉
球
藍
の
栽
培
か
ら
製
藍
、

さ
ら
に
藍
建
て
ま
で
ৄ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
を
収
集
し
た
西
常
央
の
在

沖
期
間
（
一
八
八
ʓ
Ỗ
一
八

八
年
）
を
考
え
る
と
ຌ
そ
明
治
二
ʓ
年
代
の
記
録
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
製
藍
工
程
を
つ
い
て

え
る
資
料
も
গ
な
く
、
当
時
の
沖

縄
の
染
織
や
そ
の
ଞ
の
農
作
物
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
ม
و
重
な
資
料
で

あ
る
。

な
お
、
本
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
ओ
に
資
料
の
画
像
デ
ー
タ
（
公
文
書
館

*%
�0000251719

）
か
ら
文
字
ى
こ
し
を
し
、
ม
ମ
Ծ
名
に
つ
い
て
は
で
き
る
ݶ

り
現
代
Ծ
名
に
直
し
て
表
記
し
、
ޡ
字
と
思
わ
れ
る
字
は
そ
の
後
に
（
˓
˓
Χ
）
と

付
記
し
た
。
ま
た
、
解
読
で
き
な
い
文
字
は
˘
、
欠
損
等
で
読
み
取
れ
な
い
文
字
は

˙
と
表
記
し
た
。
翻
刻
の
中
の
（
˓
˓
ʗ
˓
˓
）
は
原
文
で
は
「
ʗ
」
で
改
行
し
二

ྻ
を
表
す
。
図
版
に
つ
い
て
は
、
収
録
頁
か
ら
本
文
に
対
応
す
る
絵
図
を

り
ൈ
い

て
掲
載
し
た
。
֤
図
版
中
の
「
甲
」「
乙
」「
ช
」「
ஸ
」「
戊
」「
ݾ
」
は
原
本
で
は

ग
書
き
で
不
明
ྎ
な
の
で
、
新
た
に
図
の
指
示
す
る
Օ
ॴ
に
書
き
加
え
た
。
֤
項
の

翻
刻
の
後
で
ޱ
ޠ
༁
を
ࢼ
み
た
。
༁
中
で
は

༰
の
一
部
を
意
༁
し
た
。

ୈ
ೋ
ষ

ࢿ
ྉ
ͷ

ࠁ
ͱ
ޱ
ޠ
༁

（
Ұ
）
ഄ
া
↙


๏
（
注
１
）

ở
原
文
翻
刻
Ỡ

　
　
　
　
　
芭
蕉
荢
製
造
法

木
村
純
一
郎
大
人
調
（
注
２
）

一

芭
蕉
ハ
植
付

三
年
ノ
ג
ヲ
െ
リ
取
リ
（
四
月
ʗ
十
月
）
第
一
図
ノ
如
ク
甲
ノ

芭
蕉
ヲ
逆
ニ
立
テ
上
部
ノ
皮
拾
五
六
枚
ヲ
剥
取
リ
（
注
３
）
乙
ノ
如
ク
ר
キ
木

灰
ヲ
ਫ
ニ

γ
ੋ
ヲ
以
テ
所
ル
（
ੋ
ヲ
所
テ
ʗ
芭
蕉
布
ト
云
（
注
４
））
中
部

ハ
小

ヲ
以
テ
ബ
ク
剥
取
リ
ช
図
ノ
如
ク
ੵ
置
キ
ຢ

部
ノ
皮
Ϟ
同
༷
剥
取
リ

ଞ
ニ
ੵ
ϛ
置
キ
֤
三
等
ニ
荢
ノ
Ґ
ヲ
ე
ผ
ス
ୠ
第
一
図
中
ஸ
ハ
芭
蕉
ノ

ޱ
ヲ

示
γ
タ
ル
物
φ
リ
甲
ノ
芭
蕉
一
二
प
リ
剥
取
リ
ॊ
ऑ
ノ
ॴ
ハ
時
々
一
二
ੇ
π
ʋ

ஸ
ノ
如
く
െ
リ
ࣺ
ル
Ϟ
ノ
φ
リ

一

第
二
ᅷ
甲
ハ
所
芭
蕉
荢
戊
ノ
（
注
５
）

ク
μ
ニ
テ
ڬ
ϛ
ણ
Ң
（
ҡ
Χ
）
ヲ
取

リ
乙
ノ
如
ク
ӂ
ׯ
γ
ऴ
テ
中
部
ノ
皮
ノ
ણ
Ң
取
リ
࢝
Ϝ
（
ׯ
γ
方
ハ
ʗ
乙
ノ
如

γ
）
ຢ
ऴ
Ϩ
ハ
ஸ
ノ

部
ノ
皮
ニ
著
手
ス
ル
Ϟ
ノ
φ
リ
如
ੋ
三
等
ニ
ე
ผ
γ
テ

上
部
ハ
Լ
等
中
部
ハ
中
等

部
ハ
上
等
ノ
荢
ヲ
ಘ
ル
Ϟ
ノ
φ
リ
ୠ
戊
ハ

ノ
ク

ά
（
μ
Χ
）
ノ
ᅷ
ݾ
ハ
ಃ
ث
፟
（
注
６
）
ニ
ਫ
ヲ
ೖ
Ϩ
時
々
ク
μ
ニ
ਫ
ヲ
५
ス

Ϟ
ノ
φ
リ

一

第
三
ᅷ
甲
ハ
第
一
図
中
乙
ノ
皮
ヲ
ು
ニ
ೖ
Ϩ
ࣽ
ル
ॴ
ヲ
示
ス
Ϟ
ノ
φ
リ
ᅷ
ノ
如

ク
Ր
ヲ
೩
γ

ಅ
ス
ル
ト
キ
ハ
֖
ヲ
取
リ
আ
έ
乙
ノ
木
製
ノ
ᓄ
ヲ
以
テ
上
Լ
܁
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㕩
ス
コ
ト
一
回
ス

一

第
四
ᅷ
甲
ハ
第
二
ᅷ
ช
ノ
荢
ヲ
ר
キ
乙
ノ
ಃ
ث
ニ
ਫ
ヲ
ೖ
Ϩ
二
ݸ
π
ʋ
ਁ
γ
置

キ
荢
ࢳ
ヲ
᠃
（

Χ
）
έ
（
ਫ
ニ
ਁ
ス
コ
ト
度
ヲ
ա
Ϩ
ハ
ʗ

ഊ
ノ
ڪ
Ϩ
ア
リ
）

ช
ハ
ܦ
ࢳ
（
ࢳ
࣭
ノ
ʗ
ڧ
キ
Ϟ
ノ
）
ヲ
ೖ
Ϩ
ஸ
ハ
Ң
ࢳ
（
ࢳ
࣭
ノ
ʗ
࣍
φ
ル
Ϟ

ノ
）
ヲ
ೖ
Ϩ
ル
Ϟ
ノ
φ
リ

一

第
五
ᅷ
甲
ノ

製
ノ

ニ
第
四
ᅷ
ช
ノ
ܦ
ࢳ
ヲ
ೖ
Ϩ
タ
ル
ヲ
以
テ

ं
ヲ
㕩
ス
コ

ト
三
回
Ң
ࢳ
ハ
㕩
ス
コ
ト
五
回
ニ
γ
テ
֤
乙
ノ
ຍ
ニ
ე
ผ
γ
テ
置
ク
Ϟ
ノ
φ
リ

一

第
六
ᅷ
甲
ハ

α
二
尺
Ґ
ノ

ニ
テ
作
リ
ช
ハ

ニ
小

ヲ
立
テ
ܦ
Ң
ノ
ࢳ
ヲ

Χ
φ
ニ
φ
γ
色
染
ノ
ศ
ニ
ڙ
ス
（
҃
ハ
ࠑ
Χ
φ
ヲ
木
灰
ヲ

γ
೭
ヲ
ʗ
以
テ
ࣽ

製
布
ス
ル
Ϟ
ノ
ア
リ
）

一

第
ࣣ
ᅷ
芭
蕉
荢
ࢳ
ヲ
藍
染
ニ
φ
ス
ノ
方
ヲ
示
ス
甲
ハ
Ֆ
藍
ヲ
ೖ
Ϩ
（
Ֆ
藍
ʗ
ト

ハ
染
࢝
ʗ
ノ
藍
φ
リ
）
乙
ハ
中
藍
ヲ
ೖ
Ϩ
（
中
藍
ト
ハ

ʗ
回
染
タ
ル
藍
）
ช

ハ

藍
ヲ
ೖ
Ϩ
（

藍
ト
ハ

十
回
染
ʗ

テ
ࣺ
テ
ン
ト
ス
ル
藍
也
）
ܦ
Ң
ノ

Χ
φ
ヲ
ช
ノ

藍
Ϥ
リ
染
ϝ
࢝
ϝ
戊
ノ
如
ク

ޫ
ニ
ׯ
γ
ຢ
乙
ノ
中
藍
ニ
染
ϝ

લ
ノ
如
ク
ׯ
γ
ຢ
甲
ノ
Ֆ
藍
ニ
染
ϝ
ル
Ϟ
ノ
φ
リ
染
ऴ
テ
ஸ
ノ
ᓄ
ヲ
以
テ
甲
乙

ช
ڞ
֧
㕩
γ
ே
༦
྆
度
π
ʋ
染
ϝ
ル
Ϟ
ノ
ト
ス

一

第
八
ᅷ
ハ
第
二
図
ノ
ஸ
ノ

部
ノ
上
等
上
等
荢
ヲ
ਫ
ニ
ਁ
γ
甲
ノ
如
ク

ニ
ר

キ
ク
μ
ニ
テ
剥
取
リ
ણ
Ң
ヲ
一
π
一
π
ニ
分

セ
γ
ϝ
乙
ノ
如
ク
ׂ

ニ
ڬ
ϛ

ช
ノ

ニ
Ң
ࢳ
ヲ
᠃
（

Χ
）
キ
ೖ
Ϩ
ஸ
ノ
ࢳ
ר
ニ
ܦ
ࢳ
ヲ
ר
キ
最
上
等
ノ
ന

布
ヲ
製
ス

一

ػ
ハ


ノ

ػ
ト
ҟ
φ
ル
コ
ト
（
注
７
）
ແ
γ

ở
ޱ
ޠ
༁
Ỡ

　
　
　
　
　
芭
蕉
வ
製
造
法

木
村
純
一
郎
大
人
調

一

芭
蕉
は
植
付
後
三
年
の
ג
を
מ
り
取
り
（
四
月
十
月
）、
第
一
図
の
Α
う
に
甲

の
芭
蕉
を
逆
に
立
て
、上
部
の
皮
十
五
、六
枚
を
剥
ぎ
取
り
、乙
の
Α
う
に
ר
き
、

木
灰
を
ਫ
に
あ
わ
ͤ
て
こ
れ
で
ࣽ
る
（
こ
れ
を
ࣽ
て
芭
蕉
布
と
い
う
）。
中
部

は
小

で
ബ
く
剥
ぎ
取
り
、
ช
図
の
Α
う
に
ੵ
み
置
き
、
ຢ

部
の
皮
も
同
༷

に
剥
ぎ
取
っ
て
ଞ
に
ੵ
ん
で
置
き
、
֤
々
三
等
に
வ
の
Ґ
を
۠
ผ
す
る
。
た
だ

し
、
第
一
図
中
ஸ
は
芭
蕉
の

り
ޱ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
甲
の
芭
蕉
一
、

二
प
り
剥
ぎ
取
り
、
ॊ
ऑ
の
と
こ
ろ
は
時
々
一
、二
ੇ
ͣ
つ
ஸ
の
Α
う
に

り

ࣺ
て
る
。

一

第
二
図

甲
は
ࣽ
芭
蕉
வ
を
戊
の


で
ڬ
み
ણ
ҡ
を
取
り
、
乙
（
注
８
）
の

Α
う
に
ӄ
ׯ
し
し
、
ऴ
え
た
ら
中
部
の
皮
の
ણ
ҡ
を
取
り
࢝
め
る
（
ׯ
し
方
は

乙
と
同
じ
）。
こ
れ
を
ऴ
え
た
ら
ஸ
の

部
の
皮
に
ண
手
す
る
。
こ
の
Α
う
に

三
等
に
۠
ผ
し
て
、
上
部
は
Լ
等
、
中
部
は
中
等
、

部
は
上
等
の
வ
を
ಘ
る
。

た
だ
し
、
戊
は

の

の
図
、
ݾ
は
ಃ
ث
な
ど
に
ਫ
を
ೖ
れ
、
時
々

に
ਫ
を

५
す
も
の
で
あ
る
。

一

第
三
図

甲
は
第
一
図
中
乙
の
皮
を
ು
に
ೖ
れ
ࣽ
る
と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。

図
の
Α
う
に
Ր
を
೩
や
し

ಅ
し
た
ら
֖
を
取
り
আ
き
、
乙
の
木
製
の
ᓄ
で
上

Լ
を
一
回
܁
り
回
す
。

一

第
四
図

甲
は
第
二
図
ช
の
வ
を
ר
き
、
乙
の
ಃ
ث
に
ਫ
を
ೖ
れ
て
二
ݸ
ͣ
つ

ਁ
し
て
置
き
、
வ
ࢳ
を

む
（
ਫ
に
ਁ
し
す
ぎ
る
と

ഊ
す
る
ڪ
れ
あ
り
）。

ช
は
ܦ
ࢳ
（
ࢳ
࣭
の
ڧ
い
も
の
）
を
ೖ
れ
、ஸ
は
Ң
ࢳ
（
ࢳ
࣭
の
࣍
な
る
も
の
）

を
ೖ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一

第
五
図

甲
の

製
の

に
、
第
四
図
ช
の
ܦ
ࢳ
を
ೖ
れ
て

ं
を
三
回
ま
わ

し
、
Ң
ࢳ
は
五
回
ま
わ
し
て
、
֤
々
乙
の
ຍ
に
۠
ผ
し
て
置
く
。

一

第
六
図

甲
は

さ
二
尺
く
ら
い
の

で
作
り
、
ช
は

に
小

を
立
て
、
ܦ

Ң
ࢳ
の
Χ
φ
（
ៈ
）
を
作
り
、
染
色
の
た
め
に
४
උ
す
る
（
あ
る
い
は
こ
の
Χ

φ
（
ៈ
）
に
木
灰
を
ࠞ
ͥ
、
こ
れ
で
ࣽ
て
布
に
製
す
る
場
߹
も
あ
る
）。

一

第
ࣣ
図

芭
蕉
வ
ࢳ
を
藍
で
染
め
る
方
法
を
示
す
。
甲
は
Ֆ
藍
を
ೖ
れ
（
Ֆ
藍

と
は
染
め
࢝
め
の
藍
）、
乙
は
中
藍
を
ೖ
れ
（
中
藍
と
は

回
染
め
た
藍
）、
ช

は

藍
を
ೖ
れ
（

藍
と
は

十
回
染
め
て
や
が
て
ࣺ
て
Α
う
と
す
る
藍
で
あ

る
）、
ܦ
Ң
の
Χ
φ
（
ៈ
）
を
ช
の

藍
か
ら
染
め
࢝
め
、
戊
の
Α
う
に

ޫ

に
ׯ
し
、
つ
ぎ
に
乙
の
中
藍
に
染
め
、
લ
の
Α
う
に
ׯ
し
、
つ
ぎ
に
甲
の
Ֆ
藍

に
染
め
る
。
染
め
ऴ
え
た
ら
ஸ
の
ᓄ
で
甲
乙
ช
と
も
か
き
㕩
し
、
ே
༦
二
度
ͣ

つ
染
め
る
こ
と
と
す
る
。

一

第
八
図
は
、
第
二
図
ஸ
の

部
の
上
等
வ
を
ਫ
に
ਁ
し
、
甲
の
Α
う
に

に
ר

き

に
て
剥
ぎ
取
り
、
ણ
ҡ
を
一
つ
一
つ
に
分

す
る
。
乙
の
Α
う
に
ׂ

に

ڬ
み
、
ช
の
ശ
に
Ң
ࢳ
を

ぎ
ೖ
れ
、
ஸ
の
ࢳ
ר
に
ܦ
ࢳ
を
ר
き
、
最
上
等
の

ന
布
を
製
す
る
。

一

ػ
は


の

ػ
と
ҟ
な
る
こ
と
な
し
。
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ୈҰ図

ୈ࢛図

ୈࡾ図

ୈ図

ୈೋ図

ୈޒ図

ୈീ図 ୈࣣ図　ཟછのը໘

図̎　「ഄা↙๏」のதのૠֆ　ୈҰ図ʙୈീ図

戊

丁

丁

丁

丁

丁

丙

丙

丙

丙
乙

乙

乙

乙

乙

己 甲

甲

甲

甲

甲

甲

甲

甲
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（
ೋ
）
௹
છ
ೖ
๏
（
注
９
）

ở
原
文
翻
刻
Ỡ　
　

　
　
　
　
　
௹
染
ೖ
法

一


色
᥆
（
蘇
Χ
）
木
ヲ
ॆ
分
ニ
ข
ग़
γ
ଖ
ो
ニ
明

小
ྔ
ヲ
加
ϔ
೭
ヲ
以
テ
染

Ϝ

一

黄
色
ハ
ׯ
ᓔ
ۚ
ヲ
ฆ
（
ค
Χ
）
ト
φ
γ
ॆ
分
ニ
ข
ग़
γ
೭
ヲ
以
テ
染
Ϝ

一

ࠇ
色
ハ
大
キ
ク
木
ノ
葉
ヲ
ข
ग़
γ
ଖ
ो
ヲ
以
テ
Լ
染
ヲ
φ
γ
ଖ
後
ӈ
ノ
ो
ニ
ా

中
ノ
土
ヲ
交
セ
೭
ヲ
染
Ϝ

一

江
戸
茶
色
ハ
ク
ル
ハ
ウ
木
ノ
皮
ኂ
ニ
౧
木
ノ
皮
ヲ
取
交
セ
ॆ
分
ニ
ข
ग़
γ
ੋ
ヲ

Լ
染
ト
φ
γ
ଖ
後
ӈ
ノ
ो
ニ
ా
中
ノ
土
ヲ
交
セ
ੋ
ヲ
染
Ϝ

一

キ
Χ
ϥ
茶
色
ハ
染
方
江
戸
茶
色
ト
同
༷
ニ
γ
テ
染
ೖ
度

গ
キ
ノ
ϛ

一

ഗ

色
ハ
ク
ー
ル
ノ
ࠜ
ヲ
ॆ
分
ข
ग़
ス

一

深
ഗ

色
ハ
大
キ
ク
木
ノ
葉
ヲ
ข
ग़
γ
ଖ
ो
ヲ
以
テ
Լ
染
ト
φ
γ
ଖ

ӈ
ノ
ो

ニ
ా
中
ノ
土
ヲ
交
セ
೭
ヲ
染
Ϝ

一

ト
ϩ
色
ハ

ኂ
大
౾
ヲ
ḡ
߹
ଖ
ो
ヲ
以
テ
染
Ϝ

一

੨
色
ハ
藍
ヲ
以
テ
Լ
染
ト
φ
γ
ଖ

᥆
木
ヲ
ข
ग़
γ
ଖ
ो
ニ
テ
染
Ϝ

　
　
ӈ
ノ

黄
色
ヲ
আ
ク
外
ハ
័
テ
ो
ノ
ྫྷ
ル
ヲ
以
テ
染
Ϝ
ル
ヲ
ྑ
ト
ス

ở
ޱ
ޠ
༁
Ỡ

　
　
　
　
　
௹
染
ೖ
法

一


色
蘇
木
（
注
10
）
を
十
分
に
ਬ
き
ग़
し
、
そ
の
ो
に
ϛ
ἀ
ウ
ό
ン
を
গ
ྔ
加

え
、
こ
れ
で
染
め
る
。

一

黄
色
は
ׯ
ウ
コ
ン
を
ค
に
し
て
十
分
に
ਬ
き
ग़
し
、
こ
れ
で
染
め
る
。

一

ࠇ
色
は
大
キ
ク
木
の
葉
を
ਬ
き
ग़
し
、
そ
の
ो
で
Լ
染
め
し
、
そ
の
後
こ
の
ो

に
ా
ん
΅
の
土
を
ࠞ
ͥ
こ
れ
で
染
め
る
。

一

江
戸
茶
色
は
、
ク
ル
ハ
ウ
木
（
注
11
）
の
皮
と
౧
木
の
皮
を
取
り
ࠞ
ͥ
、
十
分

に
ਬ
き
ग़
し
た
も
の
で
Լ
染
め
し
、
そ
の
後
こ
の
ो
に
ా
ん
΅
の
土
を
ࠞ
ͥ
こ

れ
で
染
め
る
。

一

キ
Χ
ϥ
茶
色
の
染
め
方
は
、
江
戸
茶
色
と
同
༷
に
し
て
、
染
め
る
回

が
গ
な

い
の
み
。

一

ഗ

色
は
、
ク
ー
ル
の
ࠜ
を
十
分
ਬ
き
ग़
す
。

一

深
ഗ

色
は
、
大
キ
ク
木
の
葉
を
ਬ
き
ग़
し
、
そ
の
ो
で
Լ
染
め
し
、
そ
の
後

こ
の
ो
に
ా
ん
΅
の
土
を
ࠞ
ͥ
、
こ
れ
で
染
め
る
。

一

ト
ϩ
色
は
、

と
大
౾
を
Ꭼ
り
߹
わ
ͤ
、
そ
の
ो
で
染
め
る
。

一

੨
色
は
、
藍
で
Լ
染
め
し
、
そ
の
後
蘇
木
を
ਬ
き
ग़
し
、
そ
の
ो
で
染
め
る
。

　
　
ӈ
の
う
ち
、
黄
色
を
আ
く
ଞ
は
、
す
べ
て
ྫྷ
ま
し
た
ो
で
染
め
る
の
が
ྑ
い
。

（
ࡾ
）
ࡉ

ീ
ॏ
ࢁ
ౡ
之
ௐ
（
注
12
）

ở
原
文
翻
刻
Ỡ

　
　
　
　
　
ࡉ
布
八
重
山
ౡ
೭
調

一

ຑ
荢
ハ
ࠃ
಄
中
಄
ノ
࢈
ヲ
ߪ
ٻ
γ
ࡉ
布
ノ
上
中
Լ
等

ニ
ᬋ
テ
ຑ
荢
Ϟ
ຢ
上
中

Լ
等
ノ

ヲ
Ḥ
ト
ᦒ
Ϟ
䰛
ω
上
等

ヲ
用
Ϣ
ઌ
ࡉ
上
布
一

ノ
要
ニ
ख़
ਁ
ス
ル

コ
ト
ຌ
一
ன
҃
ハ
一

ଖ
ೞ
タ
ル
ວ
ヲ
࠾
༲
έ
直
ニ
小

ヲ
以
テ
೭
ヲ
ѻ
キ
ѱ

࣭
ヲ
ચ
আ
γ

ӄ
ニ
掛
ׯ
γ
ס
キ
タ
ル

チ
ถ
҄
Ҷ
ノ
ബ
ੜ
ކ
ニ
ೞ
γ
࠶
ώ
Ҷ

（

Χ
）
ニ
ݒ
έ
ס
キ
࣍
第

々
手
指
ヲ
以
テ


ス
ଖ
技
術
֤
༏
ྼ
有
ト
ᦒ

ຌ
一

一
්
ニ
γ
テ
ຑ
荢
目
方
三

Ґ
ヲ
製
ス
一

ニ
用
ル
ຑ
荢
ຌ


百



間
ヲ
අ
ス
ଖ

上
タ
ル
ຑ
荢
二
ی
四
十
目
ト
φ
ル
ଖ

୦
ے
ト
φ
ス
Ϟ
ノ
ハ

ଇ
チ


γ
タ
ル
ヲ

ク
ࢳ
ニ
φ
γ
ཉ
ス
ル
ॴ
ノ
ৎ
尺
ニ
৳
ϔ
ੋ
ヲ
Χ
セ
ニ
掛

έ
テ
ড়
ਫ
ニ
ೞ
γ

ఱ
ニ
ࡽ
ス
ト
キ
成
ৎ
手
ڧ
ク
ೞ
ࢳ
ヲ
引
ு
リ
ద
ٓ
ノ
石
等


Լ
έ
֖
γ
ࢳ
ノ
৳
ॖ
セ
α
ル
ヲ
要
ス
ル
Χ
ҝ
φ
リ
ࣕ
テ
ࠠ
織
ノ

༷
ヲ
֤
手

本
ニ
၌
リ
テ
ࢳ
ノ
間
ϔ
ࠇ
ҹ
γ
ଖ
ᰒ
点
ヲ
芭
蕉
荢
ニ
テ
ݎ
ク
݁
ώ
ࣕ
γ
テ

藍

染
方
ニ
ண
手
ス

一

藍

立
方
藍
ハ
䰛
γ
テ
本
ౡ
ニ
製
ス
ル
Ϟ
ノ
ヲ
ߪ
ٻ
ス
ト
Ϟ
然
Ϩ
ト
Ϟ
ଖ
ວ
用

ώ
ス
೭
ヲ
使
用
ス
ル
ト
キ
ハ
ׯ
γ
タ
ル
葉
藍
一
ی
ト
木
灰
六
߹
ト
ヲ
ࠞ

γ
二

Օ
ノ
壺
ニ
分
ׂ
一
壺
ニ
ਫ
一
ే
二
ঋ
ヲ
ೖ
Ϩ
五
六

間
ヲ
ܦ
テ
ਫ
壺

Ϡ
Ֆ
ヲ

࠵
ス
ニ
ै
ώ
લ
ᑍ
本
ቇ
製
藍
ヲ
ࣣ
ی

ࠞ
ᔿ
ス

チ
ૣ
キ
ハ
一
ि


キ
ハ
二

ि
間
ヲ
ܦ
テ
使
用
ス

一

ຑ
荢
染
方
一

ノ
手
᠃
藍
ӷ
ළ
ニ
ࡉ
上
布
摡
ᙗ
一

ノ
分
染
付
ン
ト
ཉ
セ
ハ


ニ
三
㍝
҃
ハ
四
五
㍝
Ϟ
染
付
一
㍝
ຖ
ニ

ఱ
ニ
ס
γ
ຌ
拾
㍝
以
上

㍝
ニ
ࢸ
ル

Ϟ
ノ
ト
ス

一

織
立
ハ
ࠠ
織
ノ

༷
ऴ
リ
タ
ル
ヲ
ᝯ
ニ
؏
立
၊
ྩ
ハ

（
ኛ
Χ
）
ی
ノ
ࡉ

上
布
ニ
用
ル
Ϟ
ノ
ハ

෯
一
尺
五
ੇ
（
ۂ
尺
以
Լ
ʐ
γ
）
ノ
目

リ
័
目

(5)ʵ132ʵ



ࣣ
百

十
五
目
一
દ
ト
称
ス
ル
ハ
五
十
三
目
ノ
؏
ࢳ
ニ
γ
テ
織
立
布
ۊ
一
ੇ
࣍

ニ
十
八
દ
ト
称
ス
ル
ハ
目

リ
ࣣ
百
二
十
目
一
દ
ハ
四（
Ϛ
Ϛ
）十
ハ
四
十
八
目
ຠ
十
ࣣ

દ
ハ
目

リ
六
百
ࣣ
十
五
目
一
દ
؏
ࢳ
四
十
五
目
以
上
三
छ
ト
Ϟ


ノ
ࡉ
大

ࣕ
ݾ
φ
ϥ
ス
ຑ
荢
調
一

ノ
等
ࠩ
ニ
၌
ル
୴
ຢ
（

ຢ
Χ
）
織
්
ノ
技
術



ヲ

リ

Ґ
ヲ
ਖ਼
γ
ଖ
ػ
ᐤ
一

ノ
ػ
ց
ハ


一
ൠ
ノ
ݹ
風
を
（
Ϛ
Ϛ
）

ػ
ᐤ
φ
リ

ଇ
チ
ᱪ
ૢ
一
ݾ
一

ノ
施
法

織
場
ॴ
ハ
ద
ٓ
設
ク
ト
ᦒ
ނ
ϥ
ニ
暗
ࣨ
ヲ

ଖ

ނ
ハ
ઐ
ϥ
ޫ
ઢ
ヲ
ड
ル
ҝ
ϝ
小
૭
ヲ
開
キ
織
立
ノ

༷
ࡉ
目
ྎ
然
ޡ
৬（
織
Χ
）

セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
也
ຌ
一

ニ
一
尺
五
ੇ
೫
ࢸ
織

（
୴
Χ
）
ଖ
織
ޱ
ຖ
ニ

લ
୦
ࢳ
一
尺
೫
ࢸ
ద
ٓ
ബ
ބ
（
ކ
Χ
）
ヲ
指
ニ
テ
付
έ
৬
ਚ
ス


ヲ
අ
ス
コ

ト

Ґ
ノ
ૈ
ີ
ニ
ڌ
リ
؇
ٸ
ア
リ
ト
ᦒ
一

ノ
Ϟ
ノ
摡
ᙗ
二
十
ࣣ

間
ト
ス

一


上
方
一

ノ
手

৬
（
織
Χ
）
༲
タ
ル
ࡉ
布
ຌ


五

間

ఱ
ニ
ࡽ
γ
ࣕ

γ
テ
ւ
中
ニ

γ
ଖ
法
方
ハ
ࡉ
布
損
ই
セ
ン
ҝ
ニ
二
三
尺
ຖ
ニ
小

ニ
布
ヲ
ׂ

ڱ
ニ
ຌ
三
四

間
ਁ
ス
ை
ニ
ৼ
ࡽ
γ
引
༲
έ
直
チ
ニ

ఱ
ニ
ࡽ
γ
ס
ຖ
ニ
ຌ

二
十
㍝
೫
ࢸ

（
Ӎ
Χ
）
ࡽ
γ
ᬋ
テ

Ґ
ノ

༷
ద
度
ヲ
ೝ
ϝ
ড়
ਫ
ニ
六
ࣣ
㍝

ચ
୕
γ

ఱ
ニ
ס
ス
ऴ
リ
テ
染
藍
҃
ハ

߹
等
ඈ
ന
ノ
ૈ
ޡ
ア
ル
Ϟ
ノ
ハ
一
々

ߋ
ニ
ࢳ
ヲ
ସ
ൈ
γ

上
൫
木
ニ
載
セ
ย
手


二
三
尺
丸
八
ੇ
Ґ
ノ
Ϟ
ノ
ニ
テ

ࡉ
布
ヲ
ന
ࢴ
҃
ハ
ന
木
໖
等
ヲ
ף
セ
テ
ຌ
三
四
時
間

ニ
テ
᎘
キ
成
˘
セ
ル
Ϟ

ノ
ト
ス

　
　
荢
ຑ
ノ
ᅷ

　
　
ฏ
戸
ニ
テ
云

　
　

Χ
ϑ
˘

　
　
ຢ
ハ
ハ
ン
ハ
ン


　
　
ੋ
φ
リ

ở
ޱ
ޠ
༁
Ỡ

　
　
　
　
　
ࡉ
布
八
重
山
ౡ
೭
調

一

ຑ
வ
は
ࠃ
಄
や
中
಄
࢈
を
ߪ
ೖ
し
、
ࡉ
布
の
上
中
Լ
等

に
対
し
て
ຑ
வ
も
ຢ

上
中
Լ
等
の

を
બ
Ϳ
と
は
い
っ
て
も
֓
Ͷ
上
等

を
用
い
る
。
ま
ͣ
上
布
一


に
要
す
る
வ
は
ຌ
そ
一
ன
あ
る
い
は
一

Α
く
ਫ
に
ਁ
し
、
ೞ
れ
た
ま
ま
取

り
あ
げ
た
ら
直
͙
に
小

で
こ
れ
を
ѻ
い
ѱ
࣭
（
な
ણ
ҡ
）
を
ચ
い
আ
き
、
ӄ

ׯ
し
し
て
ס
い
た
後
、
ถ
҄
Ҷ
の
ബ
ੜ
ކ
で
ೞ
ら
し
࠶
び

に
か
け
、
ס
き
࣍

第

々
手
指
を
使
っ
て


す
る
。
そ
の
技
術
に
は
֤
々
༏
ྼ
が
有
る
と
い
え

ど
も
ຌ
そ
一

一
්
人
に
し
て
ຑ
வ
目
方
三

Ґ
を
製
す
る
。
一

に
用
い
る

ຑ
வ
は
ຌ
そ
百
二
十

間
の


を
අ
す
。
で
き
あ
が
っ
た
ຑ
வ
は
二
ی
四
十

目
と
な
り
、
そ
の

ܦ
ے
に
す
る
も
の
は


し
て
ྑ
い
ࢳ
を
作
り
、
必
要
な

ৎ
尺
分
に
৳
ば
し
て
ៈ
に
掛
け
、ড়
ਫ
に
ೞ
ら
し
て

ఱ
に
ࡽ
す
。
こ
の
と
き
、

ೞ
ら
し
た
ࢳ
を
手
で
ڧ
く
引
っ
ு
り
、
ద
ٓ
石
等
を

Լ
げ
る
の
は
、
お
そ
ら

く
ࢳ
が
৳
ॖ
し
な
い
Α
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ࠠ
織
の

༷
を
֤

手
本
に
そ
っ
て
ࢳ
の
間
に
ࠇ
ҹ
を
し
、
そ
の
ҹ
の
点
を
芭
蕉
வ
で
ݎ
く
݁
ん
だ

後
、
藍
染
め
に
ண
手
す
る
。

一

藍
建
て
の
方
法

藍
は
֓
し
て
（
沖
縄
）
本
ౡ
で
製
す
る
も
の
を
ߪ
ೖ
す
る
け

れ
ど
も
そ
の
ま
ま
で
は
用
い
な
い
。
こ
れ
を
使
う
と
き
は
、
ׯ
し
た
葉
藍
一
ی

と
木
灰
六
߹
と
を
ࠞ

し
、
二
ݸ
の
壺
に
分
ׂ
す
る
。
一
つ
の
壺
に
ਫ
一
ే
二

ঋ
を
ೖ
れ
五
六

間
を
ܦ
て
壺
の
ਫ
に
や
や
Ֆ
が
表
れ
て
き
た
ら
、
લ
ड़
の
本

ౡ
࢈
の
製
藍
を
ࣣ
ی

ࠞ
ೖ
す
る
。
そ
の
後
ૣ
け
れ
ば
一
ि
間
、

け
れ
ば
二

ि
間
が
ܦ
っ
て
使
用
す
る
。

一

ຑ
வ
の
染
め
方
の
工
程
で
は
、
藍
ӷ
の
ළ
（
甕
）
に
大
ମ
一

分
の
ࡉ
上
布
を

染
め
付
け
Α
う
と
す
れ
ば
、
一

に
三
回
あ
る
い
は
四
五
回
も
染
め
て
一
回
ຖ

に

ޫ
で
ס
す
こ
と
ຌ
そ
十
回
以
上
二
十
回
ま
で
行
う
。

一

織
り
࢝
め
は
、
ࠠ
織
の

༷
の
ऴ
り
を

に
؏
き
ೖ
れ
る
。
Ծ
に
二
十
ی
の
ࡉ

上
布
に
用
い
る
も
の
は
、

෯
一
尺
五
ੇ
（
ۂ
尺
以
Լ
同
じ
）
の
目

り
૯
目

ࣣ
百

十
五
目
を
一
દ
と
い
う
場
߹
は
、
五
十
三
目
の
؏
ࢳ
に
し
て
織
り
あ
げ

る
布
ۊ
一
ੇ
で
あ
る
。
࣍
に
十
八
દ
と
い
う
場
߹
は
、
目

り
ࣣ
百
二
十
目
、

一
દ
は
四
十
八
目
、
ま
た
十
ࣣ
દ
は
目

り
六
百
ࣣ
十
五
目
、
一
દ
の
؏
ࢳ

四
十
五
目
以
上
で
、
三
छ
と
も


の
ࡉ
か
さ
だ
け
で
な
く
、
ຑ
வ
の
調
子
શ

ମ
の
等
ࠩ
に
Α
る
。

ま
た
織
්
の
技
術
の


を

っ
て

Ґ
を
ਖ਼
し
、
ػ

や
ᐤ
な
ど
す
べ
て
の
ػ
ց
は


一
ൠ
の
چ
ࣜ
の
ػ
ᐤ
で
あ
り
、
一
人
で
ૢ
作

し
て
一

を

上
げ
る
。
製
織
場
ॴ
は
ద
ٓ
設
け
る
と
い
え
ど
も
、
わ
͟
わ
͟

暗
ࣨ
を

む
の
で
、
ઐ
ら
ޫ
を
ಘ
る
た
め
に
小
૭
を
開
き
、
織
り

༷
の
ࡉ
か

い
目
を
は
っ
き
り
さ
ͤ
ޡ
織
し
な
い
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
。
ຌ
そ
一

に

一
尺
五
ੇ
、
あ
る
い
は
織
࢝
め
の
織
ޱ
ご
と
に
લ
の
ܦ
ࢳ
一
尺
೫
ࢸ
ద
ٓ
ബ
ކ

図３　「苧麻の図」
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を
指
で
付
け
ػ
織
り
す
る
。


を
අ
す
こ
と

࣭
の
ૈ
ີ
さ
に
Α
っ
て
؇
ٸ

あ
る
と
は
い
え
、
一

大
ମ
二
十
ࣣ

間
か
か
る
。

一


上
法
の
શ
工
程

織
り
あ
げ
た
ࡉ
布
を
ຌ
そ
五

間

ఱ
に
ࡽ
し
、
そ
れ
か

ら
ւ
中
に

じ
る
。
そ
の
方
法
は
ࡉ
布
を
損
ই
さ
ͤ
な
い
た
め
二
三
尺
ຖ
に
小


で
布
を
ׂ
ڱ
み
、
ຌ
そ
三
四

間
ਁ
す
。
ை
に
ৼ
り
ࡽ
し
引
༲
げ
て
直
ち
に


ఱ
に
ࡽ
す
。
ס
く
ຖ
に
ຌ
そ
二
十
回
あ
る
い
は
Ӎ
ࡽ
し
し
、

࣭
の

༷
が

ద
当
だ
と
ೝ
め
ら
れ
た
ら
ড়
ਫ
で
六
ࣣ
回
ચ
୕
し
、

ఱ
に
て
ס
か
す
。
ऴ
っ

た
ら
藍
染
あ
る
い
は

߹
等
の
ඈ
ന
（
ែ
）
に
ૈ
ޡ
が
あ
る
も
の
は
一
々
さ
ら

に
ࢳ
を
ൈ
き
ସ
え
て

上
げ
、
൫
木
に
ࡉ
布
を
載
ͤ
て
ന
ࢴ
あ
る
い
は
ന
木
໖

布
を
ඃ
ͤ
、

さ
二
三
尺
直
ܘ
八
ੇ
Ґ
の
ย
手
٩
を
࣋
っ
て
ຌ
そ
三
四
時
間
᎘

き

上
げ
る
。

　
　
வ
ຑ
の
図

ฏ
戸
で
云
う

Χ
ϑ
˘
、
ຢ
は
ハ
ン
ハ
ン

は
こ
れ
で
あ
る

（
四
）
藍
植
付
之
季
節
（
注
13
）

ở
原
文
翻
刻
Ỡ

　
　
　
　
　
藍
植
付
೭
ق
અ

一

Ն
藍
ハ
چ
ྐྵ
六
ࣣ
月
ノ
頃
ळ
藍
ハ
چ
ྐྵ

月
十
月
ノ
頃

　
　
Ն
藍
を
最
上

と
す
ळ
藍
ハ
ॆ
分
な
ら
す
Ҽ
て
ࠞ
߹
ฏ
ۉ
使
用
す
藍
上

は
ਖ਼

味
拾
五
ی
Ґ
代
ၢ
六
拾
મ
Ґ
中

五
拾
四
મ
Ґ
と
す

　
　
藍
ן
取
の
期
અ
ハ
五
六
月
（
小
ຬ
佄
ʗ
छ
ノ
અ
）
黄

色
ヲ
ଳ
ͻ
ൃ
ҭ
ॆ
分
গ

し
く
ᚧ
状
を
ఄ
す
指
を
以
て
ੋ
を
ં
れ
ハ
ย
々
ࣗ
在
に

る
を
ಘ
ੋ
を
ן
期
ద

当
ノ

ީ
と
す

一

ట
藍
製
造
法
ן
り
取
り
た
る
藍

（
ࠜ
部
Α
り
ן
取
り
た
る
ʗ
ܪ
の
ວ
の
も

の
）
六
百
ی
を
直
に
藍
池
（
ੋ
ハ
清
ਫ
手
近
に
在
る
場
ॴ
˘
Ḥ
ͻ
土
中
に
穴
を

掘
り
石
に
て
丸
く
˙
り
て
漆
灰
を
以
て
ॆ
分
塗
り
立
直
˙
˙
尺
深
さ
四
尺
༨
の

壺
に
し
て
ଖ
形
ଇ
第
一
図
の
如
γ
池
ఈ
ノ

上
部
ཛ
形
の
ਫ

˙
設
く
）
に
ೖ

れ
池
ԑ
の
Լ
ຌ
ᆶ
尺
程
の
部
分
ま
て
清
ਫ
を
注
き

五
六
本
を
載
セ
石
を
ଖ
上

に
置
て
藍

の
ු
ग़
る
を

く
ࢩ
く
の
如
く
し
て
ਁ
漬
す
る
ࣄ
六
月
の
ީ
に
在

て
ハ
三
Ᏹ
二


十
月
の
ީ
に
在
て
ハ
四
Ᏹ
三

と
す
ӈ
の
如
く
ਁ
漬
す
れ
ハ

藍


く
ৢ
ջ
を
࠵
γ
藍
分
ਫ
中
に
ந
ग़

色
を
ఄ
す
当
時
第
二
図
の
如
き
道

具
を
以
て
ਁ
漬
し
た
る
藍

ฒ
ニ
ଖ
ջ
མ
し
た
る
葉
ย
を
ᚭ
く
さ
ら
ͻ
༲
け
ဇ

て
藍
池
の
上
に
ฒ

置
き
た
る

の
上
ニ
ੵ
ϛ
重
Ͷ

時
ਫ
ൈ
き
を
な
し
た
る

後
ੋ
を

に
取
আ
け
て
藍
池
ニ
石
灰
ਫ
を

す
（
石
灰
の
分
ྔ
ハ
ଖ
ྗ
の
ڧ
ऑ

ニ
ґ
て
Ꮥ
ऌ
あ
れ
ハ
固
Α
り
一
定
し
か
た
し
と
ᦒ
も
本
០
の
石
灰
ハ
ྗ
の
ऑ
き

ւΧ
イ

石セ
キ

の
灰
な
る
に
Α
り
大
֓
藍

百
ی
ニ
付
ຌ
そ
二
ঋ
の
ׂ
߹
な
り
）
然
る
後

直
ニ
第
三
図
の
如
き

を
以
て
三
四
人
に
て
藍
池
の
ԑ
に
立
ຌ
一
時
間
程
ස
に


፩
す

፩
の
࢝
め
は
藍
ਫ
୶

色
な
れ
ڞ

々
暗
色
を
ఄ
し

ೱ
色
と
な
り

暗
ࠇ
色
に
ࢸ
る
を
度
と
し
て

፩
を
ࢭ
め
一

ଖ
ວ
に
์
置
し
ཌ
ே
ニ
ࢸ
れ
ハ

藍
分
ࣩ
く
池
ఈ
に

఼
し
て
池
ਫ
の
色
ハ
茶

色
に
ม
す
ੋ
ニ
ԙ
て
ഉ
ਫ

を

ͻ
ら
き
池
ਫ
を
ڈ
れ
ハ
池
ఈ
に
残
る
も
の
ハ
ೱ
藍
色
ノ
ӷ
な
り
ੋ
を
ਫ
藍
と
い

;
藍
池
の

に
第
四
図
の
如
き
製
藍
池
（
ࠑ
構
造
ハ
上
部
Α
り
Լ
部
ニ

;
に

ै
ͻ
ࣼ
߱
す
る
ศ
な
り
）
在
り
ੋ
に
᥉
੮
を
ෑ
き
ਫ
藍
を

ϛ
Ҡ
し
置
け
ハ
ਫ

分
ঃ
々
ྲྀ
ڈ
ル
十
二
時
間
೫
ࢸ
二
十
時
間
を
ܦ
れ
ハ
ట
藍
と
な
る
ଇ
琉
球
藍
と

称
し
て
染
料
に
ڙ
す
る
物
ੋ
な
り
藍

百
ی
Α
り
ಘ
た
る
ॴ
の
ట
藍
௨
常
三
十

ی
೫
ࢸ
三
十
五
ی
と
す

一

༹
解
法
（
灰
ྗ
ノ
最
ڧ
き
）
三
ঋ
に
ਫ
五
ঋ
を
加

ು
に
ೖ
れ
一
回

ಅ
セ
し

め
灰
ᕥ
を
ڈ
て
Ḧ
ਫ
を
桶
に
Ҡ
し
ట
藍
四
十
ی
を

し
て

፩
し
๐

（
沖
縄

ম
ய
）
ᆶ
߹
を
ೖ
れ
ࣕ
後

に
྆
度
つ
ʋ
੩
に

፩
す
れ
ハ
四
五

に
し
て
ࠇ

色
Α
り
੨
色
を
ఄ
し
藍
๐
を
ੜ
す
ࠑ
時
ハ
染
ࢳ
の
ద
期
な
り

一

染
付
法
藍
桶
に
ハ
新
ニ
༹
解
し
た
る
も
の
と
༹
解
ٱ
し
き
を
ܦ
て

回
の
染
ࢳ

に
ڙ
し
た
も
の
と
の
ผ
な
く
甲
ハ

༲
け
に
用
ͻ
乙
ハ

染
に
用
;
ࢳ
を
染
る

に
ハ
手
を
以
て
も
み
つ
け
ׯ
て
染
る
ࣄ
四
五
回
೫
ࢸ
ࣣ
八
回
に
ࢸ
ル

一

藍
Ҡ
植
の
ద
൱
本
០
の
藍
ハ
ࠜ
分
を
な
し
て
Ҡ
植
す
る
ࣄ
な
し
五
六
月
҃
ハ


十
月
の
頃
成
ख़

き
も
の
を
Ḥ
ϛ
ੋ
を
ן
取
り
て
ૠ
植
す
ଖ
後
ן
ג
ద
期
に

ࢸ
て
収
֭
し

く

ഊ
し
た
植
物
࣭
の
肥
料
（
੨

木
葉
等
Α
り
成
る
堆
ੵ
肥

の
如
き
も
の
）
を
施
し
土
を
以
て
ଖ
上
を
෴
ͻ
置
け
ハ
藍

ג
ଆ
Α
り

Α
く

成

し
て
ॆ
分
の
収
֭
を
ಘ

し
ࢩ
の
如
く
肥
料
の
手
当
を
ଵ
ら
す
ॆ
分
อ
֫

を
加

て
栽
培
す
れ
ハ
四
収
（
二
ἃ
年
間
）
迠
ハ
ར
ӹ
あ
る

し
然
れ
と
も
四

収
期
を
ա
れ
ハ
ג
ߴ
く
成
り
て
不
ศ
ሥ
か
ら
さ
る
˘
˘
ೡ
新
බ
を
ૠ
植
す
る
の

উ
る
に
し
か
す

一

土
࣭
ס
ᖗ
中
等
の

に
し
て
肥
ཊ
な
る
ॴ
を

し
と
す

ޫ
の
直
ࣹ

き
ॴ
は
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෴
を
要
す

　
　
ᅷ
二

ᅷ
三

ᅷ
四

ᅷ
一

ở
ޱ
ޠ
༁
Ỡ

　
　
　
　
　
藍
植
付
の
ق
અ

一

Ն
藍
は
چ
ྐྵ
六
ࣣ
月
の

頃
、
ळ
藍
は
چ
ྐྵ

月

十
月
の
頃
、
Ն
藍
を
最

上

と
し
、
ळ
藍
は
ॆ

分
な

で
な
い
の
で
、

ࠞ
ͥ
て
ฏ
ۉ
に
し
て
使

用
す
る
。
上

な
藍
で

す
ら
ਖ਼
味
十
五
ی
Ґ
で

代
Ձ
は
六
十
મ
Ґ
、
中


は
五
十
四
મ
Ґ
で
あ

る
。
藍
を
ן
り
取
る
ق

અ
は
五
六
月
（
小
ຬ
佄
छ
の
અ
）
で
、
黄

色
を
ଳ
び
ॆ
分
ൃ
ҭ
し
、
গ
し
ᚧ

状
を
ఄ
し
て
指
で
ં
る
と
一
ย
が
ࣗ
在
に

れ
る
Α
う
な
ら
ן
時
と
し
て
ద
当

な

ީ
で
あ
る
。

一

ట
藍
製
造
法

מ
り
取
っ
た
藍

（
ࠜ
部
Α
り
מ
取
る
ܪ
の
ま
ま
の
も
の
）

六
百
ی
を
直
に
藍
池
（
こ
れ
は
清
ਫ
が
近
く
に
あ
る
場
ॴ
を
બ
ん
で
土
中
に

穴
を
掘
り
石
で
丸
く
加
工
し
て
漆
喰
を
ॆ
分
塗
り
立
て
る
。（
欠
損
）
深
さ
四

尺
༨
の
壺
に
し
て
形
は
第
一
図
の
௨
り
で
あ
る
。
池
ఈ
の
や
や
上
部
に
ཛ
形
の

ਫ

を
設
け
る
）
に
ೖ
れ
、
池
ԑ
の
Լ
の
ຌ
そ
一
尺
程
ま
で
清
ਫ
を
注
ぎ
、


五
六
本
を
載
ͤ
石
を
そ
の
上
に
置
い
て
藍

の
ු
き
ग़
る
の
を

͙
。
こ
の
Α

う
に
し
て
ਁ
漬
す
る
こ
と
六
月
の
頃
に
は
三
ன
二

、

十
月
頃
に
は
四
ன
三


と
な
る
。
ӈ
の
と
お
り
ਁ
漬
す
れ
ば
藍

は
だ
ん
だ
ん
ൄ
߬
し
、
藍
分
が
ਫ

中
に
ந
ग़
し
て

色
を
ఄ
す
る
。
そ
の
頃
に
第
二
図
の
Α
う
な
道
具
を
も
っ
て

ਁ
漬
し
て
い
る
藍

な
ら
び
に
༹
け
て
し
ま
っ
た
葉
ย
を
ࣩ
く
引
き
༲
げ
、
લ

も
っ
て
藍
池
の
上
に
ฒ
べ
て
置
い
て
あ
る

の
上
に
ੵ
み
重
Ͷ
る
。

時
ਫ
ൈ

き
を
し
た
後
、
こ
れ
を

に
取
り
আ
い
て
藍
池
に
石
灰
ਫ
を

ೖ
す
る
（
石
灰

の
分
ྔ
は
そ
の
ྗ
の
ڧ
ऑ
に
Α
っ
て
加
ݮ
す
る
の
で
ݩ
々
一
定
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
本
県
の
石
灰
は
ྗ
の
ऑ
い
ւ
石
（
α
ン
ΰ
）
の
灰
で
あ
る
の
で
大
֓
藍


百
ی
に
付
き
ຌ
そ
二
ঋ
の
ׂ
߹
で
あ
る
）。
こ
う
し
た
後
、
直
ち
に
第
三
図

の
Α
う
な

を
࣋
っ
て
三
四
人
で
藍
池
の
ԑ
に
立
ち
、
一
時
間
程
ස
ൟ
に

፩

す
る
。

፩
の
࢝
め
は
藍
ਫ
は
୶

色
で
あ
る
が
、
࣍
第
に
暗
色
を
ఄ
し
て
一


ೱ
色
と
な
り
、
暗
ࠇ
色
に
な
っ
て
き
た
時
分
を
み
て

፩
を
ࢭ
め
る
。
一


そ
の
ま
ま
์
置
し
、
ཌ
ே
な
れ
ば
藍
分
は
ࣩ
く
池
ఈ
に

఼
し
、
池
の
ਫ
の
色

は
茶

色
に
ม
わ
る
。
こ
れ
に
て
ഉ
ਫ

を
開
き
池
ਫ
を
আ
ڈ
す
れ
ば
、
池
ఈ

に
残
っ
て
い
る
も
の
は
ೱ
藍
色
の
ӷ
で
あ
る
。
こ
れ
を
ਫ
藍
と
い
う
。
藍
池
の


に
第
四
図
の
Α
う
な
製
藍
池
（
こ
の
構
造
は
上
部
Α
り
Լ
部
に

う
に
ै
っ

て

߹
Α
く
ࣼ
߱
す
る
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
伪
を
ෑ
き
ਫ
藍
を

ん
で
Ҡ
し
置

け
ば
、
ਫ
分
は
ঃ
々
に
ྲྀ
れ
ڈ
る
。
十
二
時
間
か
ら
二
十
時
間
ഉ
ਫ
し
て
ట
藍

と
な
る
。
こ
れ
が
ଇ
ち
琉
球
藍
と
称
し
て
染
料
に
ڙ
す
る
も
の
で
あ
る
。
藍


百
ی
Α
り
ಘ
ら
れ
る
ॴ
の
ట
藍
は
、
௨
常
三
十
ی
か
ら
三
十
五
ی
で
あ
る
。

一

༹
解
法
（
ྗ
の
最
も
ڧ
い
灰
三
ঋ
に
ਫ
五
ঋ
を
加
え
て
ು
に
ೖ
れ
、
一
回

ಅ

さ
ͤ
て
灰
ᕥ
を
আ
き
、
Ḧ
ਫ
を
桶
に
Ҡ
し
ట
藍
四
十
ی
を

じ
て

፩
し
、
๐


（
沖
縄
ম
ய
）
一
߹
を
ೖ
れ
る
。
そ
う
し
て

々
ຖ
回
੩
か
に

፩
す
れ
ば
、

（
藍
ӷ
は
）
四
五

し
て
ࠇ
色
Α
り
੨
色
を
ఄ
し
、
藍
๐
を
ੜ
ͣ
る
。
こ
の
時

分
が
藍
染
め
の
ద
期
で
あ
る
。

一

染
付
法

藍
桶
に
は
新
し
く
༹
解
し
た
も
の
と
༹
解
し
て
し
ば
ら
く
ܦ
ち

回

ࢳ
染
め
に
ڙ
し
た
も
の
と
の
ผ
な
く
、
甲
は

上
げ
に
用
い
、
乙
は

染
に

用
い
る
（
注
14
）。
ࢳ
を
染
め
る
に
は
手
で
も
み
つ
け
、
ׯ
し
て
染
め
る
こ
と

四
五
回
か
ら
ࣣ
八
回
行
う
。

一

藍
Ҡ
植
の
ద
൱

本
県
の
藍
は
ࠜ
が
付
い
た
も
の
を
Ҡ
植
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
五
六
月
あ
る
い
は

十
月
の
頃
、
ྑ
く
成
ख़
し
た
も
の
（
藍

）
を
બ
ん

で
こ
れ
を
מ
り
取
っ
て
ૠ
植
す
る
。
そ
の
後
、
ן
ג
の
ద
期
に
収
֭
し
、
Α
く


ഊ
し
た
植
物
࣭
の
肥
料
（
੨

木
葉
等
か
ら
成
る
堆
ੵ
肥
の
Α
う
な
も
の
）

を
施
し
、
土
で
そ
の
上
を
෴
っ
て
お
け
ば
藍

の
ג
は
、
Α
り

い
Α
く
成


し
て
ॆ
分
の
収
֭
が
ಘ
ら
れ
る
。
こ
の
Α
う
に
肥
料
の

理
を
ଵ
ら
ͣ
に
ॆ
分

図̐「ཟ২೭قઅ」ୈҰ図ʙୈ࢛図
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に
อ
ޢ
を
加
え
て
栽
培
す
れ
ば
、
四
収
（
二
ἃ
年
間
）
ま
で
は
ར
ӹ
が
あ
る
。

し
か
し
、
四
収
期
を
ա
れ
ば
ג
は
ߴ
く
な
っ
て
不
ศ
が
গ
な
く
な
い
の
で
、
む

し
ろ
新
බ
を
ૠ
植
す
る
方
が
Α
い
。

一

土
࣭
は
、
ס
࣪
中
等
の
土

で
肥
ཊ
な
る
ॴ
を
ྑ
し
と
す
る
。

ޫ
の
直
ࣹ
が

ڧ
い
ॴ
で
は
ޫ
は
෴
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
図
二

図
三

図
四

図
一
（
図
４
）

ୈ
ࡾ
ষ

ղ
આ

本
ষ
で
は
、
લ
ষ
ま
で
に
紹
介
し
た
四
項
の

༰
か
ら
、
琉
球
藍
や
藍
染
め
に
ؔ

す
る
部
分
を
ൈ
き
ग़
し
て
解
આ
す
る
。

（
Ұ
）
ഄ
া
↙


๏


ଜ
७
Ұ

େ
ਓ
ௐ

本
項
の

༰
に
ೖ
る
લ
に
、ま
ͣ
表
題
の
Լ
に
記
さ
れ
た
「
木
村
純
一
郎
大
人
調
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

木
村
純
一
郎
は
、

Ԭ
ൡ
ग़

で
沖
縄
県
農
ࣄ
ࢼ
ݧ
場
に
明
治
十

年
か
ら

三
十
二
年
ま
で
ۈ

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
木
村
は
、
沖
縄
を

れ
た
の
ち

に
沖
縄
の
風
俗
や
ಈ
植
物
を
描
い
た
શ

十
八
ϝ
ー
ト
ル
༨
に
も
わ
た
る
「
沖
縄
風

俗
画
」（
沖
縄
県
立
ത
物
館
ɾ
ඒ
術
館
ଂ
）（
注
15
）
を
製
作
し
、
沖
縄
の
ಈ
植
物
や

風
俗
、農
ࣄ
ࢼ
ݧ
場
の
ௗ
؍
図
な
ど
を
絵
図
と
文
ষ
で
残
し
て
い
る
。
本
資
料
で
は
、

写
本
部
分
に
「
木
村
純
一
郎
大
人
調
」
と
あ
る
。
こ
の
「
大
人
」
と
は
「
ಙ
の
あ
る

立

な
人
」
と
い
う
意
が
あ
り
、「
調
」
は
「
調
査
」
と
解
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

後

部
分
の
写
本
は
、
木
村
を
ܟ
う
第
三
者
が
、
൴
の
調
査
を
写
し
取
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
લ

の
筆
記
と
後

の
写
本
部
分
は
ए
ׯ
の
書
き

し
が
あ

る
程
度
で
΄
΅
同
じ

༰
で
あ
る
が
、
筆
記
の

方
な
ど
か
ら
ݟ
る
と
ผ
の
人
物
が

描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
芭
蕉
வ
の
製
造
工
程
の
描
画
等
も
作
業
ಈ
作
が
࠶
現

で
き
る
΄
ど
ࡉ
部
に
わ
た
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
木
村
本
人
が
描
い
た
Մ


性
が
ߴ
い
。

༰
は
、
イ
ト
ό
γ
ἀ
ウ
の
栽
培
か
ら
ࢳ
を

む
ま
で
の
工
程
の
記
録

（
注
16
）
で
、
明
治
時
代
の
芭
蕉
வ
製
造
法
が
わ
か
る
و
重
な
資
料
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
本
項
の
中
で
第
ࣣ
図
と
ؔ
࿈
し
て
、
芭
蕉
வ
ࢳ
の
藍
染
め
に
ؔ
す
る
記

ड़
が
あ
る
の
で
、
そ
の
֓
要
を
紹
介
す
る
。

藍
建
て
し
た
藍
に
は
三
छ
あ
り
、
新
し
く

込
ん
だ
染
め
࢝
め
の
藍
を
「
Ֆ
藍
」、

す
で
に

回
染
め
に
使
っ
た
藍
を
「
中
藍
」、
さ
ら
に

十
回
染
め
き
っ
て
ࣺ
て
Α

う
と
し
て
い
る
藍
を
「

藍
」
と
称
す
。
芭
蕉
வ
ࢳ
を
藍
で
染
め
る
方
法
は
、
藍
甕

に
Ֆ
藍
、
中
藍
、

藍
を
そ
れ
ͧ
れ
ೖ
れ
、
ܦ
Ң
の
ៈ
ࢳ
を

藍
の
甕
Α
り
染
め
࢝

め
、

ޫ
に
ׯ
し
、
つ
ぎ
に
中
藍
で
染
め
て
ׯ
し
、
最
後
に
Ֆ
藍
に
染
め
る
。
染
め

ऴ
え
た
ら
ᓄ
で
三
छ
の
藍
甕
の
藍
を
ࠞ
ͥ
㕩
す
。
ຖ

、
ே
༦
二
度
ͣ
つ
染
め
る
。

以
上
の
記
録
に
Α
り
、
芭
蕉
வ
ࢳ
を
染
め
方
は
、

染
め
か
ら

上
げ
に
使
う
藍

を
三
छ
ྨ
に
۠
ผ
し
て
、
࢝
め
は
ݹ
い
藍
か
ら
染
め
、

上
げ
で
新

な
藍
を
使
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ͧ
れ
の
藍
の
ݺ
称
に
つ
い
て
も
֬
ೝ
で
き
た
。

（
ೋ
）
௹
છ
ೖ
๏

本
項
は
、
௹
ࢳ
を
染
め
る
ࡐ
料
と
し
て

色
の
染
料
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
、

こ
の
う
ち
、
੨
色
は
藍
を
使
っ
て
染
め
た
と
あ
る
が
、
藍
は
Լ

染
に
使
い
、
こ
の

上
か
ら
蘇
๕
の
木
を
ࣽ
ग़
し
た
Ḧ
ो
で
染
め
た
と
あ
る
。
こ
れ
が
ど
の
Α
う
な
色
で

あ
っ
た
か
興
味
深
い
記
ड़
で
あ
る
。
ま
た
「
௹
」
で
あ
る
の
で
、
ٱ
ถ
ౡ
௹
を
指
す

と
推

さ
れ
る
。

（
ࡾ
）
ࡉ

ീ
ॏ
ࢁ
ౡ
之
ௐ

本
項
は
「
八
重
山
上
布
」
に
ؔ
す
る
記
ड़
と
思
わ
れ
る
。
本
文
の
中
に
ࠠ
の

༷

の
染
め
方
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
に
Α
る
と
、
ࠠ
織
の

༷
は
֤
手
本
に

Ԋ
っ
て
ࢳ
の
間
に
ҹ
を
つ
け
、そ
の
ҹ
を
芭
蕉
வ
で
固
く
݁
ん
で
藍
染
め
に
ڙ
す
る
。

藍
は
本
ౡ
࢈
の
も
の
を
ߪ
ೖ
し
て
い
る
が
、
使
用
時
に
は
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
で
は

な
く
、
ׯ
し
た
葉
藍
一
ی
と
木
灰
六
߹
を
ࠞ
ͥ
て
二
つ
の
壺
に
分
ׂ
し
て
ೖ
れ
、
一

つ
の
壺
に
ਫ
一
ే
二
ঋ
を
ೖ
れ
、
五
六

ܦ
っ
て
Ֆ
（
藍
՚
）
が
表
れ
た
ら
本
ౡ
࢈

の
製
藍
を
ࣣ
ی

ࠞ
ೖ
し
、
一
ि
間
か
ら
二
ि
間
を
ܦ
て
使
用
す
る
。

ຑ
வ
ࢳ
の
染
め
方
は
、
一

分
の
ៈ
ࢳ
を
染
め
る
に
は
一

に
三
回
か
ら
四
五
回

染
め
て
、一
回
ご
と
に
ఱ

で
ׯ
し
、こ
れ
を
ຌ
そ
十
回
か
ら
二
十
回
行
う
。（
中
ུ
）

織
り
上
げ
た
ࡉ
布
は
ຌ
そ
五

間
、
ւ
ਫ
に
ৼ
り
ࡽ
し
、
引
き
༲
げ
て

ఱ
に
ࡽ

し
て
ס
か
す
こ
と
ຌ
そ
二
十
回
行
い
、
ড়
ਫ
に
六
ࣣ
回
ચ
୕
し
て

ఱ
に
て
ס
か

す
。
ऴ
わ
っ
た
ら
藍
染
め
等
の

༷
に
ᴥ
ᴪ
が
あ
る
も
の
は
一
つ
ͣ
つ
ࢳ
を
ൈ
き
ସ

え
る
。
こ
の
後
、
ന
ࢴ
や
ന
木
໖
を
か
Ϳ
ͤ
て
٩
で
三
四
時
間
᎘
き

上
げ
る
。
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以
上
が
本
項
で
藍
に
ؔ

す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
本
ౡ
࢈

の
藍
を
使
う
લ
に
、
ׯ
し
た
葉
藍
を
一
ی
と
木
灰
を
ࠞ
ͥ
て
ਫ
を

じ
ൃ
߬
さ
ͤ
て

お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
葉
藍
が
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ
な
の
か
、
タ
デ
ア
イ

な
の
か
、
あ
る
い
は
八
重
山

方
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
φ
ン
ό
ン
コ
Ϛ
π
φ
Ϊ
や
タ

イ
ϫ
ン
コ
Ϛ
π
φ
Ϊ
で
あ
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
ア
イ
葉
を
ׯ
し
て
使
う
と
い
う
方

法
は
、
現
在
ٶ
ݹ
ౡ
で
行
わ
れ
て
い
る
タ
デ
ア
イ
の
ར
用
方
法
と
ڞ
௨
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
方
法
の
༝
དྷ
が
ݟ
え
る
ࣄ
ྫ
か
も
し
れ
な
い
。

（
四
）
藍
植
付
之
季
節

本
項
で
は
琉
球
藍
に
ؔ
す
る
記
ड़
が
、
栽
培
か
ら
製
藍
、
藍
染
め
ま
で
ৄ
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

༰
を
ま
と
め
る
と
࣍
の
と
お
り
で
あ
る
。

˖
栽
培

藍
の
Ҡ
植
は
、
五
六
月
あ
る
い
は

十
月
の
頃
、
ྑ
く
成
ख़
し
た
葉
を
બ
ん
で
מ

取
り
ૠ
し
木
す
る
。
植
物
࣭
の
肥
料
（
੨

や
木
の
葉
等
か
ら
な
る

葉
土
）
を
施

し
、
土
で
そ
の
上
を
෴
え
ば
ג
は

い
Α
く
ੜ

し
、
ॆ
分
な
収
֭
が
ಘ
ら
れ
る
。

肥
料
の

理
を
ଵ
ら
ͣ
に
栽
培
す
れ
ば
、
二
年
間
で
四
回
収
֭
で
き
る
。
מ
取
り
は

چ
ྐྵ
五
六
月
（
小
ຬ
佄
छ
の
અ
）
と

十
月
。
黄

色
を
ଳ
び
ॆ
分
ൃ
ҭ
し
、
ᚤ
が

あ
り
指
で
ࣗ
在
に
ં
れ
る
頃
が
ద
期
で
あ
る
。

˖
ట
藍
製
造
法

מ
取
っ
た
藍

六
百
ی
を
直
に
藍
池
（
土
中
に
穴
を
掘
り
石
で
加
工
し
て
漆
喰
を

塗
っ
た
深
さ
四
尺
༨
り
の
ਫ
૧
）
に

ೖ
し
、
ԑ
の
Լ

一
尺
ま
で
清
ਫ
を
注
ぎ
ೖ

れ
、

五
六
本
を
載
ͤ
石
を
そ
の
上
に
置
き
、
੩
置
す
る
。
六
月
の
頃
は
二
ധ
三

、


十
月
で
は
三
ധ
四

΄
ど
ਁ
漬
す
れ
ば
、
藍

は
ൃ
߬
し
藍
分
が
ਫ
中
に
༹
け


色
を
ఄ
す
る
。
頃
߹
い
を
ݟ
て
藍

や
༹
け
た
葉
ย
を
引
き
༲
げ
、
藍
池
の
上
に
ฒ

べ
た

に
ੵ
み
重
Ͷ
ਫ
ൈ
き
し
た
後
、
こ
れ
を

ら
に
取
り
আ
き
、
藍
池
に
石
灰
ਫ

を

ೖ
す
る
。
石
灰
の
分
ྔ
は
そ
の
ྗ
の
ڧ
ऑ
に
Α
る
が
、
α
ン
ΰ
灰
は
藍

百
ی

に
付
き
ຌ
そ
二
ঋ
の
ׂ
߹
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
第
三
図
の

を
࣋
ち
三
四
人
で
一
時
間
΄
ど
ස
ൟ
に

፩
す
る
。
࣍
第

に
ਫ
の
色
は
ೱ
く
な
っ
て
暗
ࠇ
色
に
ม
わ
っ
た
ら

፩
を
ࢭ
め
、
一

΄
ど
੩
置
す

る
。
ཌ
ே
、
ഉ
ਫ

を
開
い
て
上

み
ӷ
を
আ
ڈ
す
れ
ば
、
池
ఈ
に
は
ೱ
藍
色
の
ӷ

が
残
る
。
こ
れ
を
「
ਫ
藍
」
と
い
う
。
藍
池
の

ら
も
あ
る
製
藍
池
（
こ
の
構
造
は

上
部
か
ら
Լ
部
に
か
け
て
ࣼ
߱
し
た
構
造
）
に
伪
を
ෑ
き
、
ਫ
藍
を
く
み
上
げ
て
ਫ

分
を
ྲྀ
し
ڈ
る
。
十
二
時
間
か
ら
二
十
時
間
ഉ
ਫ
し
た
も
の
が
「
ట
藍
」、
す
な
わ

ち
「
琉
球
藍
」
で
あ
る
。
藍

百
ی
か
ら
ట
藍
は
௨
常
三
十
ی
か
ら
三
十
五
ی
ಘ
ら

れ
る
。

˖
藍
建
て
法

灰
ो
（
ྗ
が
最
も
ڧ
い
灰
三
ঋ
に
ਫ
五
ঋ
を
加
え
て
ು
に
ೖ
れ
、
一
回

ಅ
さ
ͤ

ᕥ
を
と
っ
た
Ḧ
ਫ
）
を
桶
に
Ҡ
し
、
ట
藍
四
十
ی
を

じ
て

፩
し
๐

一
߹
を
ೖ

れ
、
ຖ

੩
か
に

፩
す
る
。
四
五

し
て
ࠇ
色
Α
り
੨
色
を
ఄ
し
藍
๐
が
で
き
て

き
た
頃
が
藍
染
め
の
ద
期
で
あ
る
。

染
め
方
は
、
新
し
く
建
て
た
藍
と

回
の
染
め
で
使
っ
た
も
の
を
分
け
、
新
し
い

藍
は

上
げ
用
に
用
い
、

回
使
用
し
た
藍
は

染
め
に
用
い
る
。
ࢳ
を
染
め
る
と

き
は
手
で
も
み
こ
ん
で
ׯ
す
工
程
を
四
五
回
か
ら
ࣣ
八
回
܁
り
ฦ
す
。

以
上
の
四
項
目
の

༰
か
ら
本
資
料
が
記
録
さ
れ
た
頃
の
製
藍
法
は
、
֓
し
て
現

在
ま
で
ड
け
ܧ
が
れ
て
き
た

఼
法
の
製
法
と
ม
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し

か
し
、
本
書
で
新
し
い
知
ݟ
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
筆
者
が
ؾ

に
な
っ
た
点
を
ز
つ
か
拾
い
ग़
し
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

は
じ
め
に
、名
称
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
本
書
で
は
、ま
ͣ
ア
イ
葉
は
「
藍

」、

藍
壺
は
「
藍
池
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、

፩
後
に

఼
さ
ͤ
上

み
を
আ
ڈ
し

た
藍
を
「
ਫ
藍
」
と
ݺ
び
、
こ
れ
を
伪
で
ᖤ
し
て
ೱ
ॖ
し
た
も
の
を
「
ట
藍
」
と
記

し
て
い
る
。
本
書
の
作
成
年
は
不
ৄ
だ
が
、
গ
な
く
と
も
木
村
純
一
郎
や
西
常
央
が

沖
縄
に
い
た
期
間
に
調
査
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
、
明
治
三
十
二
年
以
લ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
同
時
期
の
新
ฉ
ࢴ
上
で
は
、
ア
イ
葉
は
「
山
藍
」
あ
る

い
は
「
葉
藍
」、

఼
藍
は
「
ట
藍
」
と
の
表
記
が
多
い
が
、
伊
౾
味
で
は
「
イ
ỻ
ー
」

「
イ
ỻ
ー
μ
Ϛ
（
藍
ۄ
）」
と
ݺ
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
琉
球
藍
に
ؔ
す
る
名
称
は
、

時
代
や
場
ॴ
に
Α
っ
て
ҧ
う
の
で
、
こ
れ
ら
を

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

つ
ぎ
に
、
肥
料
に
つ
い
て
本
書
で
は

木
や
木
葉
を
堆
肥
Խ
し
た
、
い
わ
Ώ
る


葉
土
を
使
う
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
藍
作
に
は
肥
料
は
不
Մ
欠
で
、
後

に
「
イ
ỻ
ー
チ
ュ
ク
Ϡ
ー
Ϡ
、
ウ
γ
Χ
ϥ
イ
（
藍
作
人
は
、
牛
を
ࣂ
い
な
さ
い
）」

と
い
わ
れ
る
΄
ど
Ո
ச
の
伯
肥
作
り
を
重
ࢹ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

あ
え
て

木
や
木
葉
を
十
分
に
ख़
さ
ͤ
た
も
の
と
આ
明
し
て
お
り
、
Ո
ச
に
৮
れ
て
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い
な
い
。
現
在
、
新
し
い
畑
を
開
く
と
き
に
牛
糞
や
鶏
糞
を
使
う
が
、
植
付
け
時
は

堆
肥
の
方
が
有
効
な
の
か
、
肥
料
に
つ
い
て
も
改
め
て
調
べ
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

つ
ぎ
に
、「
藍
池
」
と
称
し
た
藍
を
漬
け
込
む
装
置
に
つ
い
て
は
、
構
造
は
「
土

中
に
穴
を
掘
り
石
で
丸
く
加
工
し
て
漆
灰
で
塗
り
立
て
た
深
さ
四
尺
（
百
二
十
一
セ

ン
チ
）
程
度
の
壺
」
と
の
こ
と
で
、
筆
者
が
調
査
し
た
藍
壺
の
遺
構
の
深
さ
や
形
状

に
近
似
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
「
漆
灰
」
を
塗
り
立
て
る
と
い
う
記
録
で

あ
る
。「
漆
灰
」
と
は
何
か
推
測
し
た
と
こ
ろ
、「
漆
喰
」
を
指
す
と
考
え
た
。
す
る

と
、
明
治
二
十
年
代
に
は
す
で
に
藍
壺
が
作
ら
れ
、
し
か
も
漆
喰
で
塗
り
固
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
明
治
二
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
藍
新
書
』（
石
井
清
吉
著
）
に
は
、

当
時
ア
イ
葉
は
「
藍
桶
ま
た
は
藍
甕
」
に
漬
け
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
藍
壺
に
つ
い

て
言
及
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
土
中
を
掘
り
込
ん
で
形
造
っ
た
藍
壺
の
登
場
は
、

明
治
二
十
年
代
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
何
ら
か
の
技
術
革
新
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
研
究
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

今
回
紹
介
し
た
『
沖
縄
の
染
織
工
程
』
は
、
西
常
央
文
書
に
含
ま
れ
て
残
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
西
が
沖
縄
の
資
料
収
集
を
行
っ
た
お
か
げ
で
、
往
時
の
芭
蕉
布

や
八
重
山
上
布
の
製
作
工
程
、
あ
る
い
は
琉
球
藍
の
栽
培
か
ら
製
藍
、
藍
建
て
ま
で

の
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
書
を
記
し
た
人
物
が
誰
な
の
か
は
判

然
と
し
な
い
。
唯
一
の
手
掛
か
り
は
「
木
村
純
一
郎
大
人
調
」
と
い
う
「
芭
蕉
荢
製

造
法
」
の
記
録
に
添
え
ら
れ
た
人
物
名
で
あ
る
。
本
書
に
描
か
れ
た
芭
蕉
布
の
製
造

工
程
や
製
藍
に
使
う
道
具
、
施
設
の
絵
な
ど
、
も
し
木
村
が
書
い
た
も
の
だ
と
し
た

ら
、
木
村
純
一
郎
が
沖
縄
に
逗
留
し
て
い
た
期
間
の
記
録
、
す
な
わ
ち
明
治
三
十
二

年
ま
で
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
本
書
の
作
成
年
代
の
特
定
に
つ
い
て
も

調
べ
て
い
き
た
い
。

今
回
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
欠
損
や
解
読
で
き
な
い
文
字
が
多
く
不
十
分
な
点

も
多
々
あ
る
が
、
沖
縄
の
染
織
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
資
料
だ
と
考
え
て
い
る
の

で
、
あ
え
て
未
読
部
分
も
交
え
て
掲
載
し
た
。
本
資
料
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
四
つ

の
項
目
以
外
に
も
農
作
物
や
害
虫
処
理
等
の
記
録
が
あ
る
。
沖
縄
県
公
文
書
館
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

最
後
に
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
翻
刻
作
業
で
ご
教
示
い
た
だ
い
た
里
井
洋
一

氏
と
大
城
直
也
氏
、
及
び
小
野
ま
さ
子
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
注
１
）
公
文
書
館
の
画
像
デ
ー
タ0000251719

の0008-0016

か
ら
翻
刻
し
た
。

表
題
の
「
芭
蕉
荢
」
は
原
文
の
ま
ま

（
注
２
）
文
中
「
木
村
純
一
郎
大
人
調
」
は
写
本
頁
の
み
記
さ
れ
た
文
字
。

（
注
３
）
文
中
「（
四
月
十
月
）
第
一
図
ノ
如
ク
甲
ノ
芭
蕉
ヲ
逆
ニ
立
テ
上
部
ノ
皮
拾

五
六
枚
ヲ
剥
取
リ
」
は
、
写
本
頁
の
み
記
さ
れ
た
文
字
。

（
注
４
）
文
中
「
布
ト
云
」
は
、
写
本
頁
の
み
記
さ
れ
た
文
字
。

（
注
５
）
文
中
「
戊
ノ
」
は
、
写
本
頁
の
み
記
さ
れ
た
文
字
。

（
注
６
）
文
中
「
杯
」
は
、
写
本
頁
の
み
記
さ
れ
た
文
字
。

（
注
７
）
文
中
「
コ
ト
」
は
、
写
本
頁
の
み
記
さ
れ
た
文
字
。

（
注
８
）「
乙
」
は
図
２
の
第
二
図
の
欠
損
部
分
に
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
注
９
）
公
文
書
館
の
画
像
デ
ー
タ
（
同
上
）
の0016-0017

か
ら
翻
刻
し
た
。

（
注
10
）「
蘇
木
」
は
ス
オ
ウ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
11
）「
江
戸
茶
色
」
は
黄
味
の
暗
い
茶
色
で
、「
ク
ル
ハ
ウ
木
」
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ガ
キ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
12
）
公
文
書
館
の
画
像
デ
ー
タ
の0017-0019

か
ら
翻
刻
し
た
。

（
注
13
）
公
文
書
館
の
画
像
デ
ー
タ
の0022-0023

か
ら
翻
刻
し
た
。

（
注
14
）
こ
こ
で
記
さ
れ
た
「
甲
」「
乙
」
に
対
応
す
る
図
版
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
注
15
）
本
書
53
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
伊
禮
拓
郎
氏
の
論
文
で
、
木
村
純
一

郎
著
の
「
沖
縄
の
風
俗
図
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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（
注
16
）
芭
蕉
の
வ
剥
ぎ
工
程
で
は
、
上
部
の
皮
は
Լ
等
で
こ
れ
の
み
ࣽ
て
ણ
ҡ
を

࠾
る
と
あ
る
。
中
部
の
皮
は
中
等
、

部
の
皮
は
上
等
で
ੜ
の
ま
ま
வ


み
す
る
。
特
に

部
の
上
等
வ
は

に
வ
を
ר
き
、

で


を

え
て

剥
ぎ
取
り
、
ણ
ҡ
を
一
つ
一
つ
に
分

し
、
さ
ら
に
ׂ

に
ڬ
ん
で
ܨ
い

で
い
く
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
部
の
皮
の
み
ࣽ
て
、
中
部


部
が
ੜ
引
き
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
و
重
な

༰
で
あ
る
。
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